
消防予第１０１号

平成２１年３月９日

各都道府県消防防災主管部長

殿

東京消防庁・各指定都市消防長

消 防 庁 予 防 課 長

火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令の一

部を改正する省令等の公布について（通知）

火災報知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令の一部を改正す

る省令（平成２１年総務省令第１６号。以下「改正感知器等省令」という 、中継器。）

に係る技術上の規格を定める省令の一部を改正する省令（平成２１年総務省令第１７

号。以下「改正中継器省令」という ）及び受信機に係る技術上の規格を定める省令。

の一部を改正する省令（平成２１年総務省令第１８号。以下「改正受信機省令」とい

う ）が、平成２１年３月９日に公布されました。。

今回の改正は、近年の無線情報通信の技術発展に伴い、自動火災報知設備の情報伝

達手段として多様なニーズに対応するため 「ユビキタス機能を応用した高機能自動、

火災報知設備の開発に関する検討会」において無線方式を採用した新たな自動火災報

知設備について報告書が取りまとめられ、従来の有線方式と同等の性能を担保するた

めのあり方に沿って基準化を進めることが適当であるとされたことを踏まえ、無線方

式を用いた自動火災報知設備の感知器、発信器、中継器及び受信機に関する技術上の

基準を整備するものです。

貴職におかれましては、下記事項に留意のうえ、その運用に十分配慮されるととも

に、各都道府県消防防災主管部長にあっては、貴都道府県内の市町村（消防の事務を

処理する一部事務組合等を含む ）に対しても、この旨を周知されるようお願いしま。

す。

記

第一 改正内容

１ 改正感知器等省令に係る事項

(1) 無線式感知器の定義を改めたこと （改正感知器等省令による改正後の火災報。

知設備の感知器及び発信機に係る技術上の規格を定める省令（昭和５６年自治

省令第１７号。以下「感知器等規格省令」という ）第２条第１９号の４関係）。

(2) 無線式発信器の定義を定めたこと （感知器等規格省令第２条第２３号の２関。



係）

(3) 無線式感知器の構造及び機能に関する事項について、次のアからエまでに定

めるところによることとしたこと。

ア 連動型警報機能付感知器であるもののうち、受信機又は他の連動型警報機

能付感知器から火災信号を受信した旨を確認できるものにあっては、受信機

又は他の連動型警報機能付感知器から当該確認をできるまでの間に限り、断

続的に火災信号を発することとしたこと （感知器等規格省令第８条第１６号。

ハ関係）

イ 連動型警報機能付感知器であるものについては、無線設備の発信状態を伝

える信号を１６８時間以内ごとに自動的に中継器又は受信機に発信できる装

置を要しないこととしたこと （改正感知器等省令第８条第１６号ホ関係）。

ウ 他の機器と識別できる信号を発信することとしたこと （感知器等規格省。

令第８条第１６号ヘ関係）

エ 電源に電池を用いるものに関する規定について、連動型警報機能付感知器

であるものについては、適用しないこととしたこと （感知器等規格省令第８。

条第１６号チ関係）

(4) 無線式感知器のうち、端子又は電線（端子に代えて用いるものに限る ）を用。

いないものについては、滴下試験を要しないこととしたこと （感知器等規格。

省令第２１条の２関係）

(5) 無線式発信機の構造及び機能について、次のア及びイに定めるところによる

こととしたこと。

ア 空中線は、外部に露出しない構造とするものとしたこと （感知器等規格。

省令第３４条の２第１項関係）

イ ア以外の構造及び機能については、感知器等規格省令第８条第１６号イか

。らハまで及びホからチまで並びに第１０条第６項を準用することとしたこと

（感知器等規格省令第３４条の２第２項関係）

(6) 無線式発信機に表示する事項について定めたこと （感知器等規格省令第１項。

第２号ハ関係）

２ 改正中継器省令に係る事項

(1) 無線式中継器の定義を改めたこと （改正中継器省令による改正後の中継器。

に係る技術上の規格を定める省令（昭和５６年自治省令第１８号。以下「中継

器規格省令」という ）第２条第６号の３関係）。

(2) 無線式中継器の構造及び機能に関する事項について、次のアからエまでに定

めるところによることとしたこと。

ア 電波を発信する機能を有するものにあっては、次の(ｱ)及び(ｲ)によること

としたこと。

(ｱ) 無線設備の発信状態を伝える信号を１６８時間以内ごとに自動的に発信

する対象として、他の無線式中継器を追加すること （中継器規格省令第３。



条第１項第１６号(4)関係）

(ｲ) 他の機器と識別できる信号を発信することとしたこと （中継器規格省令。

第３条第１項第１６号ロ(5)関係）

イ 電波を受信する機能を有するものにあっては、次の(ｱ)及び(ｲ)によること

としたこと。

(ｱ) 無線式感知器、無線式発信機又は他の無線式中継器（以下「無線式感知

器等」という ）から発信された信号を受信し、これを自動的に受信機に発。

信する機能を有すること （中継器規格省令第３条第１項第１６号ハ(3)関。

係）

(ｲ) 無線式感知器等の無線設備の発信状態を手動で確認できる装置を設ける

場合にあっては、この装置の操作中に現に確認している警戒区域以外の警

戒区域からの火災信号、火災表示信号又は火災情報信号を受信したとき、

中継器規格省令第３条の２の規定に定めるところにより信号を発信するこ

と （中継器規格省令第３条第１項第１６号ハ(4)関係）。

３ 改正受信機省令に係る事項

ア 無線式受信機の定義を改めたこと （改正受信機省令による改正後の受信機。

に係る技術上の規格を定める省令（昭和５６年自治省令第１９号。以下「受信

機規格省令」という ）第２条第１５号関係）。

イ 無線式受信機の機能は、次の(ｱ)から(ｴ)までによることとしたこと。

(ｱ) Ｐ型受信機であるものにあっては受信機規格省令第８条の規定を、Ｒ型受

信機であるものにあっては受信機規格省令第９条の規定を、ＧＰ型受信機で

あるものにあっては受信機規格省令第１２条の規定を、ＧＲ型受信機である

ものにあっては受信機規格省令第１３条の規定をそれぞれ準用することとし

たこと （受信機規格省令第１３条の２関係）。

(ｲ) 電波を発信する機能を有する無線式受信機は、他の機器と識別できる信号

を発信することとしたこと （受信機規格省令第１３条の２第２号ロ関係）。

、 、(ｳ) 無線式中継器 無線式発信機又は受信機との間の信号を無線により発信し

若しくは受信する地区音響装置が発する異常である旨の信号を受信した場合

又は当該機器が発信する信号が受信感度以下となった場合に、音響装置及び

その旨の表示灯が自動的に作動することとしたこと （受信機規格省令第１３。

条の２第４号イ関係）

(ｴ) 無線式受信機に、無線式感知器、無線式中継器、無線式発信機又は受信機

との間の信号を無線により発信し、若しくは受信する地区音響装置の無線設

備の発信状態を手動で確認することができる装置を設ける場合にあっては、

当該装置の操作中に現に確認している警戒区域以外の警戒区域からの火災信

号、火災表示信号又は火災情報信号を受信したとき、火災表示をすることが

できるものであること （受信機規格省令第１３条の２第５号関係）。

ウ 無線式受信機に表示する事項として、発信又は受信可能な無線式中継器及び



無線式発信機の型式番号を追加することとしたこと （受信機規格省令第２１。

条第１項第１５号ロ関係）

第二 施行期日等

１ 改正感知器等省令、改正中継器省令及び改正受信機省令は、公布の日（平成２

１年３月９日）から施行することとしたこと （改正感知器等省令附則第１項、。

改正中継器省令附則第１項及び改正受信機省令附則第１項関係）

２ 改正感知器等省令、改正中継器省令及び改正受信機省令の施行の際、現に型式

承認を受けている感知器及び発信機、中継器並びに受信機に係る型式承認は、感

知器等規格省令、中継器規格省令及び受信機等規格省令の規格による型式承認と

みなすこととされたこと （改正感知器等省令附則第２項、改正中継器省令附則。

第２項及び改正受信機省令附則第２項関係）

（連絡先）

消防庁予防課

担 当：加藤係長、荒川

ＴＥＬ：03-5253-7523

ＦＡＸ：03-5253-7533
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○
総
務
省
令
第
十
六
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
火
災
報
知
設
備
の

感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

総
務
大
臣

鳩
山


夫

火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
九
号
の
四
中
「
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に

用
い
る
感
知
器
で
あ
つ
て
、
」
を
削
り
、
「
火
災
信
号
」
の
下
に
「
又
は
火
災
情
報
信
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
十
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
三
の
二

無
線
式
発
信
機

発
信
機
で
あ
つ
て
、
火
災
信
号
を
無
線
に
よ
つ
て
発
信
す
る
も
の
を
い
う
。

第
八
条
第
十
六
号
ハ
中
「
受
信
機
」
の
下
に
「
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
を
加
え
、
同
号
ホ
中
「
確

認
で
き
る
も
の
」
の
下
に
「
又
は
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
を
加
え
、
同
号
ヘ
中
「
混
信
し
な
い
」
を
「
識
別
で

き
る
」
に
改
め
、
同
号
チ
中
「
用
い
る
も
の
」
の
下
に
「
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。
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第
二
十
一
条
の
二
中
「
無
線
式
感
知
器
」
の
下
に
「
の
う
ち
端
子
又
は
電
線
（
端
子
に
代
え
て
用
い
る
も
の
に
限
る

。
）
を
用
い
な
い
も
の
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
無
線
式
発
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）

第
三
十
四
条
の
二

無
線
式
発
信
機
の
空
中
線
は
、
外
部
に
露
出
し
な
い
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
八
条
第
十
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
チ
ま
で
並
び
に
第
十
条
第
六
項
の
規
定
は
、
無
線
式
発
信
機
の
構

造
及
び
機
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
条
第
十
六
号
ロ
中
「
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
発

信
機
」
と
、
同
号
ハ
中
「
受
信
機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
受
信
機
」
と
、
同
号
ホ

中
「
確
認
で
き
る
も
の
又
は
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
確
認
で
き
る
も
の
」
と
、
同
号
ト
中
「

無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発
信
機
」
と
、
同
号
チ
中
「
用
い
る
も
の
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器

を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
用
い
る
も
の
」
と
、
同
チ

中
「
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
発
信
機
」
と
、
第
十
条

第
六
項
中
「
無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発
信
機
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

無
線
式
発
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項



「
無
線
式
」
と
い
う
文
字



受
信
可
能
な
中
継
器
又
は
受
信
機
の
型
式
番
号
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

電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
電
池
の
種
類
及
び
電
圧

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
型
式
承
認
は
、
改
正
後
の

火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す

。（
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

３

消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
の
う
ち
、
消
防
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
第
八
号
イ

の
改
正
規
定
中
「
開
放
弁
」
を
「
開
閉
弁
」

に
改
め
る
。
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火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
一
年
総
務
省
令
第
十
六
号
）
新
旧
対
照
表

○

火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
七
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
用
語
の
意
義
）

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
十
九
の
三

（
略
）

一
～
十
九
の
三

（
略
）

十
九
の
四

無
線
式
感
知
器

十
九
の
四

無
線
式
感
知
器

住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び

住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総

務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う

）
に
用
い
る
感

。

無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
発
信
す
る
も

知
器
で
あ
つ
て
、
無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号

を
発
信
す
る
も

の
を
い
う
。

の
を
い
う
。

十
九
の
五
～
二
十
三

（
略
）

十
九
の
五
～
二
十
三

（
略
）

二
十
三
の
二

無
線
式
発
信
機

発
信
機
で
あ
つ
て
、
火
災
信
号
を
無
線
に
よ
つ
て

発
信
す
る
も
の
を
い
う
。

二
十
四
～
二
十
八

（
略
）

二
十
四
～
二
十
八

（
略
）

第
二
章

感
知
器

第
二
章

感
知
器

（
感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
）

（
感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
）

第
八
条

感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

第
八
条

感
知
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。

な
い
。

一
～
十
五

（
略
）

一
～
十
五

（
略
）

十
六

無
線
式
感
知
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

十
六

無
線
式
感
知
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

イ

無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第

イ

無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第

十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。

の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。

ロ

発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離

ロ

発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ

無
線
設
備
が
火
災
信
号
を
受
信
し
て
か
ら
発
信
す
る
ま
で
の
所
要
時
間
が
五

ハ

無
線
設
備
が
火
災
信
号
を
受
信
し
て
か
ら
発
信
す
る
ま
で
の
所
要
時
間
が
五

秒
以
内
で
あ
り
、
無
線
設
備
が
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信

秒
以
内
で
あ
り
、
無
線
設
備
が
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信

機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
か
ら
火
災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確

機

か
ら
火
災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確

認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器

認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
機

か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る

）
は
、
断
続
的
に
当
該
信
号
を

か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る

）
は
、
断
続
的
に
当
該
信
号
を

。

。

発
信
す
る
こ
と
。

発
信
す
る
こ
と
。

ニ

火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ

ニ

火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ

と
。
た
だ
し
、
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限

と
。
た
だ
し
、
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
を
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

り
で
な
い
。

ホ

無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自
動

ホ

無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自
動

的
に
中
継
器
又
は
受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
受

的
に
中
継
器
又
は
受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
受

信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
確
認
で
き
る
も
の
又
は
連
動
型
警
報

信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
確
認
で
き
る
も
の

機
能
付
感
知
器
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

ヘ

他
の
機
器
と
識
別
で
き
る
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

ヘ

他
の
機
器
と
混
信
し
な
い
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。
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ト

電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式

ト

電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式

感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る

感
知
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る

最
低
の
電
界
強
度
を
い
う

）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

最
低
の
電
界
強
度
を
い
う

）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

。

。

チ

電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
を
除
く

）
に

チ

電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の

に

。

あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

電
池
の
交
換
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
。

電
池
の
交
換
が
容
易
に
で
き
る
こ
と
。

(1)

(1)

電
池
の
電
圧
が
感
知
器
を
有
効
に
作
動
で
き
る
電
圧
の
下
限
値
と
な
つ
た

電
池
の
電
圧
が
感
知
器
を
有
効
に
作
動
で
き
る
電
圧
の
下
限
値
と
な
つ
た

(2)

(2)

と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に
自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に
自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

十
七
・
十
八

（
略
）

十
七
・
十
八

（
略
）

（
滴
下
試
験
）

（
滴
下
試
験
）

第
二
十
一
条
の
二

感
知
器
（
防
水
型
の
も
の
、
電
池
を
用
い
る
無
線
式
感
知
器
の
う

第
二
十
一
条
の
二

感
知
器
（
防
水
型
の
も
の
、
電
池
を
用
い
る
無
線
式
感
知
器

ち
端
子
又
は
電
線
（
端
子
に
代
え
て
用
い
る
も
の
に
限
る

）
を
用
い
な
い
も
の
及

及

。

び
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
用
い
る
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器

び
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
に
用
い
る
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器

で
自
動
試
験
機
能
等
対
応
型
感
知
器
で
あ
る
も
の
を
除
く

）
は
、
通
電
状
態
に
お

で
自
動
試
験
機
能
等
対
応
型
感
知
器
で
あ
る
も
の
を
除
く

）
は
、
通
電
状
態
に
お

。

。

い
て
、
当
該
感
知
器
の
基
板
面
に
清
水
を
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
分
の
割
合
で

い
て
、
当
該
感
知
器
の
基
板
面
に
清
水
を
五
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
毎
分
の
割
合
で

滴
下
す
る
試
験
を
行
つ
た
場
合
、
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

滴
下
す
る
試
験
を
行
つ
た
場
合
、
機
能
に
異
常
を
生
じ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

（
Ｔ
型
受
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）

（
Ｔ
型
受
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）

第
三
十
四
条

（
略
）

第
三
十
四
条

（
略
）
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（
無
線
式
発
信
機
の
構
造
及
び
機
能
）

第
三
十
四
条
の
二

無
線
式
発
信
機
の
空
中
線
は
、
外
部
に
露
出
し
な
い
構
造
の
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
八
条
第
十
六
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
及
び
ホ
か
ら
チ
ま
で
並
び
に
第
十
条
第
六
項
の

規
定
は
、
無
線
式
発
信
機
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
八
条
第
十
六
号
ロ
中
「
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
発
信
機
」
と
、
同
号
ハ

「

」

「

」

、

中

受
信
機
又
は
他
の
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器

と
あ
る
の
は

受
信
機

と

同
号
ホ
中
「
確
認
で
き
る
も
の
又
は
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「

確
認
で
き
る
も
の
」
と
、
同
号
ト
中
「
無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発

信
機
」
と
、
同
号
チ
中
「
用
い
る
も
の
（
連
動
型
警
報
機
能
付
感
知
器
を
除
く

」
。
）

「

」

、

「

」

「

」

と
あ
る
の
は

用
い
る
も
の

と

同
チ

中

感
知
器

と
あ
る
の
は

発
信
機

(2)

と
、
第
十
条
第
六
項
中
「
無
線
式
感
知
器
」
と
あ
る
の
は
「
無
線
式
発
信
機
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

雑
則

第
四
章

雑
則

（
表
示
）

（
表
示
）

第
四
十
三
条

感
知
器
及
び
発
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

第
四
十
三
条

感
知
器
及
び
発
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に
消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

発
信
機

前
号
ヘ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項

二

発
信
機

前
号
ヘ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）
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ハ

無
線
式
発
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項



「
無
線
式
」
と
い
う
文
字



受
信
可
能
な
中
継
器
又
は
受
信
機
の
型
式
番
号



電
源
に
電
池
を
用
い
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
電
池
の
種
類
及
び
電
圧

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
総
務
省
令
第
十
七
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
中
継
器
に
係
る
技

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

総
務
大
臣

鳩
山


夫

中
継
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

中
継
器
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二

無
線
式
発
信
機

感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

第
二
条
第
六
号
の
三
中
「
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術

上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
用

い
る
中
継
器
で
あ
つ
て
、
」
を
削
り
、
「
火
災
信
号
」
の
下
に
「
、
火
災
表
示
信
号
、
火
災
情
報
信
号
又
は
設
備
作
動

信
号
」
を
加
え
る
。

第
三
条
第
一
項
第
十
六
号
ロ

中
「
第
八
条
第
十
六
号
ロ

」
を
「
第
八
条
第
十
六
号
ニ
」
に
改
め
、
同
号
ロ

中

( )3

( )3

( )4

「
自
動
的
に
」
の
下
に
「
他
の
中
継
器
又
は
」
を
加
え
、
「
第
八
条
第
十
六
号
ロ

」
を
「
第
八
条
第
十
六
号
ホ
」
に

( )4
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改
め
、
同
号
ロ

中
「
混
信
し
な
い
」
を
「
識
別
で
き
る
」
に
改
め
、
同
号
ハ

中
「
無
線
式
感
知
器
」
の
下
に
「
、

( )5

( )3

無
線
式
発
信
機
」
を
、
「
無
線
式
中
継
器
」
の
下
に
「
（

に
お
い
て
「
無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え

( )4

、
同
号
ハ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
で
き
る
装
置
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、

( )4
当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
る
警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
の
無
線
式
感
知
器
等
か
ら
火
災
信

号
、
火
災
表
示
信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
受
信
し
た
と
き
、
次
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
信
号
を
発
信

す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
中
継
器
に
係
る
型
式
承
認
は
、
改
正
後
の
中
継
器
に
係

る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。
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に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
総
務
省
令
第
十
七
号
）
新
旧
対
照
表

中
継
器

○

に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

中
継
器

改

正

後

改

正

前

（
用
語
の
意
義
）

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

第
二
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

四
の
二

無
線
式
発
信
機

感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定

す
る
も
の
を
い
う
。

五
～
六
の
二

（
略
）

五
～
六
の
二

（
略
）

六
の
三

無
線
式
中
継
器

六
の
三

無
線
式
中
継
器

住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住

宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務

省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う

）
に
用
い
る
中
継

。

無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号
、
火
災
表
示
信
号
、
火
災
情
報
信
号
又

器
で
あ
つ
て
、
無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号

は
設
備
作
動
信
号
を
発
信
又
は
受
信
す
る
も
の
を
い
う
。

を
発
信
又
は
受
信
す
る
も
の
を
い
う
。

七
～
十
三

（
略
）

七
～
十
三

（
略
）

第
三
条

中
継
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

第
三
条

中
継
器
の
構
造
及
び
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
～
十
五

（
略
）

一
～
十
五

（
略
）
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十
六

無
線
式
中
継
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

十
六

無
線
式
中
継
器
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第

イ

無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第

十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

十
八
号
）
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。

の
無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。

ロ

電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

ロ

電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。



発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル



発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

離
れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。



無
線
設
備
は
、
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信
機
か
ら
火



無
線
設
備
は
、
火
災
信
号
の
受
信
を
継
続
し
て
い
る
間
（
受
信
機
か
ら
火

災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確
認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
火
災
信
号
の
受

災
信
号
を
受
信
し
た
旨
を
確
認
で
き
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
火
災
信
号
の
受

信
を
受
信
機
か
ら
確
認
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る

）
は
、
断
続
的
に
当
該

信
を
受
信
機
か
ら
確
認
で
き
る
ま
で
の
間
に
限
る

）
は
、
断
続
的
に
当
該

。

。

信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。



火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ



火
災
信
号
の
発
信
を
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ

と
。
た
だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ニ
に
規
定
す
る
装
置

と
。
た
だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ロ

に
規
定
す
る
装

か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
が
で

置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
確
認
が

き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自



無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
伝
え
る
信
号
を
百
六
十
八
時
間
以
内
ご
と
に
自

動
的
に
他
の
中
継
器
又
は
受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た

動
的
に

受
信
機
に
発
信
で
き
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た

だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ホ
に
規
定
す
る
装
置
か
ら
発

だ
し
、
感
知
器
等
規
格
省
令
第
八
条
第
十
六
号
ロ

に
規
定
す
る
装
置
か
ら

信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発
信

発
信
さ
れ
る
信
号
を
中
継
す
る
も
の
又
は
受
信
機
か
ら
当
該
無
線
設
備
の
発

状
態
を
確
認
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

信
状
態
を
確
認
で
き
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



他
の
機
器
と
識
別
で
き
る
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。



他
の
機
器
と
混
信
し
な
い
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

ハ

電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

ハ

電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。
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

受
信
感
度
（
無
線
式
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ



受
信
感
度
（
無
線
式
中
継
器
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ

れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低
の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ

）

れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低
の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ

）

。

。

の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。



受
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に



受
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た
と
き
、
そ
の
旨
を
受
信
機
に

自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
。

自
動
的
に
発
信
す
る
こ
と
。



無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
発
信
機
又
は
他
の
無
線
式
中
継
器
（

に
お
い



無
線
式
感
知
器

又
は
他
の
無
線
式
中
継
器

て
「
無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う

）
か
ら
発
信
さ
れ
た
信
号
を
受
信
し
、

か
ら
発
信
さ
れ
た
信
号
を
受
信
し
、

。

こ
れ
を
自
動
的
に
受
信
機
に
発
信
す
る
こ
と
。

こ
れ
を
自
動
的
に
受
信
機
に
発
信
す
る
こ
と
。



無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
で
き
る
装
置

を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
る

警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
の
無
線
式
感
知
器
等
か
ら
火
災
信
号
、
火
災
表

示
信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
受
信
し
た
と
き
、
次
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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○
総
務
省
令
第
十
八
号

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
二
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
受
信
機
に
係
る
技

術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

総
務
大
臣

鳩
山


夫

受
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

受
信
機
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四
の
二

無
線
式
発
信
機

感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。

第
二
条
第
十
五
号
中
「
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅
用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上

の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省
令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
用
い

る
Ｐ
型
受
信
機
又
は
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
つ
て
、
」
を
削
り
、
「
火
災
信
号
」
の
下
に
「
、
火
災
表
示
信
号
、
火
災
情

報
信
号
又
は
設
備
作
動
信
号
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二
中
「
第
八
条
第
三
項
の
規
定
を
」
を
「
第
八
条
の
規
定
を
、
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は

第
九
条
の
規
定
を
」
に
、
「
同
項
及
び
第
十
一
条
の
規
定
を
」
を
「
第
十
二
条
の
規
定
を
、
Ｇ
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
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の
に
あ
つ
て
は
前
条
の
規
定
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ロ
中
「
混
信
し
な
い
」
を
「
識
別
で
き
る
」
に
改
め
、
同
条

第
四
号
イ
中
「
又
は
無
線
式
中
継
器
」
を
「
、
無
線
式
中
継
器
、
無
線
式
発
信
機
又
は
受
信
機
と
の
間
の
信
号
を
無
線

に
よ
り
発
信
し
、
若
し
く
は
受
信
す
る
地
区
音
響
装
置
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ

て
は
、
当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
る
警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
か
ら
の
火
災
信
号
、
火
災
表
示

信
号
又
は
火
災
情
報
信
号
を
受
信
し
た
と
き
、
火
災
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
十
五
号
ロ
中
「
無
線
式
感
知
器
等
」
を
「
無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
中
継
器
又
は
無
線
式
発

信
機
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
型
式
承
認
を
受
け
て
い
る
受
信
機
に
係
る
型
式
承
認
は
、
改
正
後
の
受
信
機
に
係

る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
規
格
に
よ
る
型
式
承
認
と
み
な
す
。
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に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
総
務
省
令
第
十
八
号
）
新
旧
対
照
表

受
信
機

に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
五
十
六
年
自
治
省
令
第
十
九
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

○

受
信
機

改

正

後

現

行

（
用
語
の
意
義
）

（
用
語
の
意
義
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

四
の
二

無
線
式
発
信
機

感
知
器
等
規
格
省
令
第
二
条
第
二
十
三
号
の
二
に
規
定

す
る
も
の
を
い
う
。

五
～
十
四

（
略
）

五
～
十
四

（
略
）

十
五

無
線
式
受
信
機

十
五

無
線
式
受
信
機

住
宅
用
防
災
報
知
設
備
（
住
宅
用
防
災
警
報
器
及
び
住
宅

用
防
災
報
知
設
備
に
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七
年
総
務
省

令
第
十
一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う

）
に
用
い
る
Ｐ
型
受

。

無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号
、
火
災
表
示

信
機
又
は
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
つ
て
、
無
線
に
よ
つ
て
火
災
信
号

信
号
、
火
災
情
報
信
号
又
は
設
備
作
動
信
号
を
受
信
し
た
場
合
に
火
災
の
発
生
を

を
受
信
し
た
場
合
に
火
災
の
発
生
を
報

報
知
す
る
も
の
を
い
う
。

知
す
る
も
の
を
い
う
。

（
無
線
式
受
信
機
の
機
能
）

（
無
線
式
受
信
機
の
機
能
）

第
十
三
条
の
二

無
線
式
受
信
機
の
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
Ｐ

第
十
三
条
の
二

無
線
式
受
信
機
の
機
能
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
Ｐ

型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
八
条
の
規
定
を
、
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の

型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
八
条
第
三
項
の
規
定
を

に
あ
つ
て
は
第
九
条
の
規
定
を
、
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
第
十
二

、
Ｇ
Ｐ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
同
項
及
び
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条
の
規
定
を
、
Ｇ
Ｒ
型
受
信
機
で
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
前
条
の
規
定
を
、
そ
れ
ぞ

第
十
一
条
の
規
定
を

、
そ

れ
準
用
す
る
。

れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。

一

無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十

一

無
線
設
備
は
、
無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十

八
号
）
の
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の

八
号
）
の
第
四
十
九
条
の
十
七
に
規
定
す
る
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の

無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。

無
線
局
の
無
線
設
備
で
あ
る
こ
と
。

二

電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

二

電
波
を
発
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
受
信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離

イ

発
信
さ
れ
る
信
号
の
電
界
強
度
の
値
は
、
当
該
受
信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

れ
た
位
置
に
お
い
て
設
計
値
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

他
の
機
器
と
識
別
で
き
る
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

ロ

他
の
機
器
と
混
信
し
な
い
信
号
を
発
信
す
る
こ
と
。

三

電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式
受

三

電
波
を
受
信
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
受
信
感
度
（
無
線
式
受

信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低

信
機
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
か
ら
発
信
さ
れ
る
信
号
を
受
信
で
き
る
最
低

の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

の
電
界
強
度
の
値
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
の
値
が
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
。

。

。

四

次
に
掲
げ
る
場
合
に
、
音
響
装
置
及
び
そ
の
旨
の
表
示
灯
が
自
動
的
に
作
動
す

四

次
に
掲
げ
る
場
合
に
、
音
響
装
置
及
び
そ
の
旨
の
表
示
灯
が
自
動
的
に
作
動
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。

イ

無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
中
継
器
、
無
線
式
発
信
機
又
は
受
信
機
と
の
間
の

イ

無
線
式
感
知
器
又
は
無
線
式
中
継
器

信
号
を
無
線
に
よ
り
発
信
し
、
若
し
く
は
受
信
す
る
地
区
音
響
装
置
（
以
下
「

（
以
下
「

無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う

）
が
発
す
る
異
常
で
あ
る
旨
の
信
号
を
受
信
し

無
線
式
感
知
器
等
」
と
い
う

）
が
発
す
る
異
常
で
あ
る
旨
の
信
号
を
受
信
し

。

。

た
場
合
又
は
無
線
式
感
知
器
等
が
発
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た

た
場
合
又
は
無
線
式
感
知
器
等
が
発
信
す
る
信
号
が
受
信
感
度
以
下
と
な
つ
た

場
合

場
合

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

五

無
線
式
感
知
器
等
の
無
線
設
備
の
発
信
状
態
を
手
動
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
装
置
を
設
け
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
装
置
の
操
作
中
に
現
に
確
認
し
て
い
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る
警
戒
区
域
以
外
の
警
戒
区
域
か
ら
の
火
災
信
号
、
火
災
表
示
信
号
又
は
火
災
情

、

。

報
信
号
を
受
信
し
た
と
き

火
災
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と

（
表
示
）

（
表
示
）

第
二
十
一
条

受
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に

第
二
十
一
条

受
信
機
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
見
や
す
い
箇
所
に
容
易
に

消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
号
、

消
え
な
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
号
、

第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
下
げ
札

第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
下
げ
札

に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

十
五

無
線
式
受
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

十
五

無
線
式
受
信
機
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

発
信
又
は
受
信
可
能
な
無
線
式
感
知
器
、
無
線
式
中
継
器
又
は
無
線
式
発
信

ロ

発
信
又
は
受
信
可
能
な
無
線
式
感
知
器
等

機
の
型
式
番
号

の
型
式
番
号

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）
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